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財
政
力
の
弱
い
過
疎
の
地
方
公

共
団
体
に
対
し
て
、
地
方
交
付
税

制
度
な
ど
の
地
方
財
源
の
確
保
充

実
に
つ
い
て
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
存
続
に
向

け
、
山
形
鉄
道
株
式
会
社
の
経
営

改
善
に
係
る
財
政
支
援
を
要
望
し

て
い
ま
す
。　

　

デ
マ
ン
ド
交
通
に
対
す
る
財
政

支
援
（
市
町
村
総
合
交
付
金
制

度
）
の
拡
充
に
つ
い
て
要
望
し
て

い
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

・
普
及
の
た
め
、
小
水
力
発
電
に

伴
う
申
請
や
慣
行
水
利
権
か
ら
許

可
水
利
権
へ
変
更
す
る
際
の
手
続

き
の
一
層
の
簡
素
化
に
つ
い
て
要

望
し
て
い
ま
す
。

　

木
材
利
用
の
促
進
の
観
点
か
ら
、

木
材
利
用
の
公
共
施
設
及
び
公
用

施
設
整
備
に
対
す
る
助
成
制
度
の

拡
充
や
財
政
支
援
措
置
の
拡
充
に

つ
い
て
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

　

貝
生
地
区
に
あ
る
川
戸
沼
た
め

池
、
金
剛
沼
た
め
池
に
つ
い
て
、

災
害
を
未
然
に
防
止
し
、
農
業
用

水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
事

業
の
早
期
着
工
を
要
望
し
て
い
ま

す
。

　

町
に
と
っ
て
喫
緊
の
最
重
要
課

題
で
あ
る
荒
砥
橋
整
備
の
事
業
推

進
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

　　

国
道
２
８
７
号
、
菖
蒲
・
下
山

地
区
の
道
路
が
狭
く
、
急
カ
ー
ブ

が
存
在
す
る
区
間
の
早
期
改
修
を

要
望
し
て
い
ま
す
。

　　

長
井
南
バ
イ
パ
ス
、
長
井
市
泉

地
内
を
起
点
と
し
て
、
長
井
市
の

西
部
地
区
を
通
り
白
鷹
町
鮎
貝
地

区
に
至
る
（
西
廻
り
ル
ー
ト
）
区

間
は
、
置
賜
生
活
圏
30
分
構
想
と

の
連
携
を
図
る
た
め
の
重
要
な
路

線
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
路
線
調
査

な
ど
の
早
期
着
工
に
つ
い
て
要
望

し
て
い
ま
す
。

　

塩
田
沢
は
医
療
施
設
、
介
護
老

人
保
険
施
設
、
主
要
な
幹
線
の
一

般
国
道
３
４
８
号
に
隣
接
す
る
土

石
流
危
険
渓
流
で
す
。
災
害
を
未

然
に
防
止
し
、
住
民
の
生
命
、
身

体
及
び
財
産
の
安
全
確
保
を
図
る

た
め
に
も
事
業
の
早
期
着
工
に
つ

い
て
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

　

現
在
、
山
形
県
天
然
記
念
物
の

指
定
を
う
け
て
お
り
ま
す
薬
師
ザ

ク
ラ
に
加
え
、
釜
の
越
サ
ク
ラ
、

子
守
堂
の
サ
ク
ラ
、
赤
坂
の
薬
師

ザ
ク
ラ
、
殿
入
ザ
ク
ラ
、
原
の
シ

ダ
レ
ザ
ク
ラ
、
八
乙
女
種
ま
き
ザ

ク
ラ
、
後
庵
ザ
ク
ラ
に
つ
い
て
も

県
天
然
記
念
物
と
し
て
の
指
定
を

要
望
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
企
画
室
企
画
調
整
係
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